
７月７日の西日本豪雨で大きな被害が出た真 の斎藤校長先生が待っていてくださり、お二人の ていくことがとても大切なことだと述べられて
備東中学校と真備中学校を支援しようと生徒会 校長先生に、福南中のみんなの善意をお渡しし、 いました。
執行部が７月１１日から１週間募金と掃除用の お話をお伺いすることができました。 また、生徒会からの「今、欲しい物は何です
新品のタオルを集めました。手作りの募金袋を か」という質問には「生徒の笑顔が一番ほしい」、
配布して、毎朝募金箱を持って声かけしたり、 「物理的なことでは全校生徒が集まれる場所が
豪雨被害が掲載されている新聞を廊下に掲示し ほしい」というお答えを頂きました。体育館の
たり、生徒集会で呼びかけをしたりしました。 床は水害で波打っていて、現在も立ち入り禁止
執行部の生徒が毎朝、募金箱やチラシを持っ であり、運動場には真備中のプレハブ校舎が建

て呼びかけをしたところ、生徒や保護者の皆様 っているので広い場所がないとのことでした。
から大変多くの善意をお寄せ頂きました。募金
総額は５８，０００円にもなり、また３８０枚
ものタオルも持ってきて頂きました。夏休みに
なってから、これらを真備中学校と真備東中学
校にお届けする予定でしたが、まだ被災した校
舎の片付けなどでお忙しくされている時期だっ
たので、真備東中に真備中のプレハブ校舎が建
つのを待ってから両中学校にお伺いすることに
なりました。
１０月１６日（火）の放課後に、募金とタオ

ルを持って真備東中に伺いました。真備東中の 今回の災害をうけて両校長先生から次のような
校長室では、真備東中の内藤校長先生と真備中 お話を伺いました。真備東中でも、１学期に避難

訓練をしたときに、ハザードマップ（大雨が降っ
た時に水没する地域を表した地図）の話をされた
のですが、まさか本当にそのようになるとは思っ
ていなかったので、想定での話ということで話さ
れたそうです。また、真備中でも１学期の避難訓
練を水害の想定で行ったのですが、地域の方が豪
雨の時には、この高さまで水が来るというライン
を黄色で校舎に記してくれたそうです。このライ
ンは、２階の高さだったので、今年度から校舎の
３階に避難するようにしたそうです。実際、今回
の豪雨では、本当に２階の黄色いラインのところ
まで水が来たそうです。想定していても、想像で
きていなかったので、しっかり想像もして対応し

１１月１２日（月）に新執行部による初めて
の生徒集会を行いました。緊張もしていました
が、旧執行部からの真備訪問の報告なども含め

１０月１２日（金）に立ち会い演説会を行い、 たたくさんのプログラムを、しっかり運営でき
その後各クラスで投票した結果、下記の生徒の ました。
皆さんが次期生徒会を牽引してくれることにな
りました。前執行部の活動を継承しながら、さ
らに素敵な福南中学校になる取り組みを期待し
ています。
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福南中の善意を届けてきました
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【訪問した生徒の感想】
○「想定」はしていたけれど、本当にそれが
起こるかもしれないという「想像」をしてい
なかったと聞いて、避難訓練がどれほど大切
かということを、改めて感じた。避難訓練の
時は、ただやるだけではなくて、本当に起こ
ったときの「想像」をしながら考えて行動し
ようと思いました。
○まだまだ復興には時間がかかると聞いて、
自分もできる事があれば協力したいと思いま
した。また、質問に対してのお答えがとても
心に響きました。生徒の笑顔が増えたらいい
なと思いました。
○岡山でこんな災害が起こるとは、私を含め
て誰も想像していなかっただろうなと思いま
した。でも今回の災害で、自分もこうなる危
険があるんだなと現実的に思えたし、日頃か
ら災害への備えが重要だということも感じる
ことができました。また、今欲しい物を伺っ
たときに、全員が集まれる場所や精神的に楽
になることが必要とお聞きしましたが、現状
を見るととても難しいことだなと思いまし
た。私たちができる事を積極的に活動をした
いなと思いました。


